
IFAの肥料中期展望 2026～2030年

ホルムズ海峡の混乱に関する概要報告と背景情報

このレポートは、IFA（国際肥料工業協会）が2026年5月にメンバーに公開された肥料中期展望報告である。
執筆者はIFAの市場情報サービス部の専門家で、毎年、向こう5年間の肥料需要と供給の予測を出している。

原文は英語で、下記のHPから直接にダウンロードすることができる。

https://www.fertilizer.org/resource/public-summary-medium-term-fertilizer-outlook-2026-2030/

2026年5月6日発行
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序文

本レポートは、ホルムズ海峡の混乱が世界の肥料市場に与える影響に関する最新の分析を提供する。
また、肥料供給への影響の深刻度、そして今後5年間における肥料価格の不安定が需要への影響を予測するシナリオも提示する。た

だし、現在の混乱がどのくらい続くのか、船舶の運航再開後に市場がどのくらいの速さで正常に戻るのか、そして2026年以降の肥料
使用にどのような影響が出るのかについては、大きな不確実性があることに注意してください。

注：年度（例：2025/26年）とは、地域の農作物の季節性に合わせて12ヶ月の期間を組み合わせた肥料年度を指す。年度の定義に関す
る詳細は、www.ifastat.orgをご参考ください。

目次
• 状況概要、主要な事実と数値、および肥料供給における中東地域の貢献
• 2026年5月時点の世界市場への影響、政策対応、および肥料価格への影響
• 想定されるシナリオの概要と、肥料施用時期と照らし合わせた潜在的な混乱のタイムライン
• 供給能力に関するシナリオ
• 最近の肥料使用動向と農業の現状
• 肥料需要のシナリオと分析
• 主なポイント

2



状況概要

ホルムズ海峡の混乱は、肥料だけでなく、肥料生産に必要なエネルギーと原材料にも影響を与えるため、世界の肥料市場にとって
重大なリスクとなる。肥料は世界的に取引される商品であり、中東は天然ガスや石油を原料として肥料を生産し、国際市場に供給する
ことを通じて中心的な役割を担っている。

肥料供給ルートがホルムズ海峡と紅海という二つの重要な貿易拠点に直接さらされているため、リスクはさらに増幅される。この
二重の脅威は、生産者、輸入業者、海運市場から流通業者、農家に至るまで、市場全体に影響を与えている。最も影響を受ける製品は
尿素だが、アンモニアと硫黄も相当量が輸出され、他の地域で肥料生産の原材料として利用されている。

肥料の物流に加え、ホルムズ海峡は世界の天然ガスとLNG貿易にとっても極めて重要であり、窒素肥料の経済性に直接影響を与え
る。窒素肥料の生産はエネルギー集約型であり、天然ガスが生産コストの大部分を占めている。そのため、中東からの天然ガス供給が
途絶えると、その影響は地域をはるかに超えて広く波及する。インド、パキスタン、バングラデシュを含む南アジアの肥料生産者は、
湾岸諸国からの輸入天然ガスに大きく依存しており、供給制限や原料価格の高騰に対して脆弱である。

窒素肥料の生産コストが世界のコスト頂点に位置するヨーロッパでは、地政学的リスクに関連した天然ガス価格の上昇により、国
内生産が急速に採算割れの可能性がある。これは、世界の貿易ルートが逼迫している時期に、地域的な供給逼迫と輸入依存度の増大を
招く恐れがある。

3



主な事実とデータ

• ホルムズ海峡は、中東産肥料とその原料の重要な輸送ルートで
ある。

•海峡の混乱は、多方面にわたって肥料市場に影響を及ぼす。
• イラン、カタール、サウジアラビア、アラブ首長国連邦、
バーレーンからは、多くの窒素肥料とリン酸肥料が輸出されて
いる。

•世界の尿素貿易量の34%
•世界のMAP+DAP貿易量の18%

• これらの国々からは、窒素肥料とリン酸肥料の原料となるア
ンモニアと硫黄も大量に輸出されている。

•世界のアンモニア貿易量の23%
•世界の硫黄貿易量の49%

• 窒素肥料の生産はエネルギー集約型であり、天然ガスコストは
通常、生産コストの60～80%を占めている。

• 影響を受ける地域は、南アジアの肥料生産者に対し、大量の天
然ガス（LNGの形で）を供給している。地域安全保障上のリス
クにより、間接的な天然ガス供給の途絶は、イスラエルのガス
田から天然ガスを調達しているエジプトなど、他の生産国にも
影響を及ぼす可能性がある。

•世界のLNG貿易量の20%

• エネルギー市場混乱の結果として、他の地域の窒素肥料生産国
も天然ガス価格の上昇やガス供給制限の影響を受けている。

中東湾岸地域から国際水域へのアクセスルート

• カタール、アラブ首長国連邦、バーレーン、クウェー
トは、ホルムズ海峡以外にオマーン湾への代替輸出ルー
トが限られている。
• イランとサウジアラビアは、ホルムズ海峡以外の代替
港湾へのアクセスが部分的に確保されているものの、物
流上の障壁やその他の安全保障上の懸念が依然として存
在する。
• オマーンはホルムズ海峡の航路からは外れているが、港
湾インフラに被害を受けている。

ホルムズ海峡周辺における海運サービス停止のリスク
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中東地域が世界の肥料供給への貢献度

エネルギー 原材料 肥料
国内ガス原料 アンモニア 尿素
アジア向けLNG輸出  硫黄 MAP + DAP
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ホルムズ海峡の混乱が肥料供給に及ぼす影響
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ホルムズ海峡の混乱は、即座に肥料価格に影響をもたらした

肥料価格 農作物価格 肥料の入手しやすさ

肥料・穀物価格の比率指数は肥料の入手可能性を計測する重要な数値で、作付面積と収量要件に次いで、肥料使用量を決定する重要な要因の一つであ
る。
この指数が悪化すると、農家は目視性の効果低い養分（リン酸と加里）の施用を遅らせたり施用量を減らしたりする。施用量の減少により収量への悪

影響がシーズンを重ねるごとに蓄積される。窒素は植物の生育に不可欠な役割を果たすため、目視性が最も高い養分である。
近年の傾向として、農家は肥料価格の高騰に応じて、リン酸と加里の使用量をより迅速に調整していることが示されている。
窒素肥料の入手可能性はホルムズ海峡の混乱によって大きく影響を受け、リン酸肥料の価格手頃さは既に低水準だったところからさらに低下した。
農家は加里などよりも特定養分の投入を優先する可能性があり、供給混乱に直接さらされていない肥料種類であっても、養分間の相互影響により、使

用量の調整を生じる可能性がある。
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ホルムズ海峡の通行が麻痺し、サプライチェーンの混乱が起きている

・2月28日以降、ホルムズ海峡を通過する海上交通はほぼ
完全に停止している。1日あたりのコンテナ船、ばら積み
貨物船、タンカーの往来は大幅に減少している。

・近年、肥料と原材料は、湾岸地域からのばら積み貨物
輸出総量の25%以上を占めている。

・最も影響を受けている製品は、硫黄（年間約1500万ト
ン）と尿素（年間約1200万トン）である。

・アンモニア、リン酸一アンモニウム（MAP）、リン酸
二アンモニウム（DAP）、および複合肥料も相当量の影
響を受けている。



9

ホルムズ海峡が多くの国のサプライチェーンに影響を与えている

・2月下旬から4月末にかけて、AIS船舶追跡データによると、ホルムズ海峡を経由し
てペルシャ湾を脱出できた硫黄運搬船はわずか4隻（約計20万トン）、尿素運搬船も
2隻（約計8.5万トン）しかなかった。

・4月末の時点で、以下の貨物量と船舶がホルムズ海峡西側のペルシャ湾に滞留して
いる。
・尿素運搬船17隻計80万トン
・硫黄運搬船10隻計40万トン
・リン酸肥料運搬船3隻計15万トン
・アンモニア運搬船3隻計6万トン

・影響を受けやすい輸入国が複数存在する。特にインドは同地域からの肥料および肥
料原料の主要輸入国であり、近年の中国からの輸出減少を考慮すると、その影響は深
刻である。モロッコ、インドネシア、中国はいずれも主にホルムズ海峡を経由して硫
黄を輸入している国であり、ブラジル、オーストラリア、米国、タイはいずれも主に
ホルムズ海峡を経由して完成した肥料を輸入している国である。
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混乱時期と価格への影響に関する4つのシナリオ

需要に関する予測されるシナリオ

• 高い不確実性と刻々と変化する状況の中で、
一択的中期予測を作成することは困難である。

• ホルムズ海峡を通過する肥料流れの短期的な
不確実な状況ではあることから、IFAは異なる
いろんなレベルの混乱がもたらす可能性の結果
を示すために、複数のシナリオを作成した。

•混乱の持続期間と肥料価格への想定する影響
をそれぞれ異なる形で考慮して提示されるこれ
らのシナリオは、現実とは異なる、あるいは想
定範囲外となる可能性がある。

• 食料安全保障政策と政府介入の程度を反映さ
せるため、想定されるシナリオを調整する必要
があるかもしれない。

• シナリオ4のデータは、現段階では明示されて
いない。
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シナリオの展開によって、さらに多くのシーズンにわたって影響が継続する

シナリオ1：
• 混乱発生前に在庫を確保していた地
域：ブラジル、ヨーロッパ、米国

• 2026年4月末時点で、今後の需要に対
応するために調達が必要な地域：イン
ド、メキシコ、オーストラリア、東南
アジア、サハラ以南アフリカ

シナリオ2：輸入依存国は、補助金なしで
2027年まで価格圧力にさらされる
シナリオ3：価格圧力は2028年まで続き、
複数年にわたる影響が続く
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肥料生産能力の変化に関するシナリオ

• IFAは、将来の生産能力と標準的な最大稼働率の指
標として、肥料生産能力の予測を行っている。

• ホルムズ海峡を経由する輸出ルートを考慮すると、
窒素肥料とリン酸肥料が最も影響を受ける製品であ
る。加里肥料は直接的な影響は受けていないが、他
の養分の価格変動によって間接的な影響を受ける可
能性がある。

• 原材料への影響も考慮すべきである。例えば、リ
ン酸塩の生産能力は年間最大300万トンの影響を受
けると予測されている。リン酸塩の生産に使う原料
としてこの地域のアンモニアと硫黄の世界貿易にお
ける貢献度を考慮すると、価格変動の影響はより広
範囲に及ぶ可能性がある。
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近年の肥料使用量の動向：2020/21～2025/26年

世界肥料使用量の回復は、中東での混乱が始まる前からすでに停滞し始めていた

世界の肥料消費量は、ウクライナ戦争による価格高騰を受
け、2年間の急激な減少とそれに続く2年間の回復という4年周
期から脱却しつつある。2025年後半には、農家にとって不利
な経済要因を受け、肥料需要の短期的な見通しでは横ばいと
なった。
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近年の肥料使用動向：2020/21～2025/26年度

多くの国は価格面での制約によりりん酸肥料の使用量が減少している。

世界のりん酸肥料使用量は、ピークの2020/21年度と比べて4%減少している。世界のほとんどの地域では、価格
の高騰を受けてりん酸肥料の使用量が減少しており、南アジアも以前のピーク水準には戻っていない。例外は、り
ん酸肥料の自給自足体制を整え、輸出を制限している中国と、北アフリカが牽引役となっているサハラ以南のアフ
リカは使用量の増加が見られる。
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近年の肥料使用動向：2020/21～2025/26年度

東アジアと南アジアは、政府の政策に支えられ、世界の窒素肥料（N）使用量
増加の主な原動力となっている

世界の窒素肥料利用量は過去5年間で6%増加しており、その主な要因はアジア市場の成長である。この増加は、最大の消費市場である中国と
インドにおける政府支援策によって支えられている。この両国は膨大な人口を抱え、食料安全保障を目標としている。中国政府は中国の農家に
とって肥料価格の手頃さを保つため、毎年尿素とりん酸肥料の輸出を定期的に規制している。一方、インド政府は直接に補助金を提供して、尿
素の小売価格上限を10年以上も据え置くことにしている。
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近年の肥料使用動向：2020/21～2025/26年度

多くの国に於いて、価格面での制約により、りん酸肥料の使用量が減少されている

世界のりん酸肥料使用量は、ピークに達した2020/21年度と比べて4%減少している。世界ほとんどの地域では、りん酸肥料価格の高騰を受けて使
用量を減らして、南アジアも以前のピーク水準には戻っていない。例外は、りん酸肥料の自給自足体制を整え、輸出を規制している中国と、北アフ
リカが牽引役となっているサハラ以南アフリカは使用量の増加が見られる。
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近年の肥料使用動向：2020/21～2025/26年度

ラテンアメリカの加里肥料（K2O）使用量の増加は、西ヨーロッパ・中央ヨーロッパと
南アジアにおける使用量の減少を相殺した

加里肥料の使用量は近年全体的に増加傾向にあり、2024年と2025年には使用量が急増されると予測されている。需要の伸びを牽引しているの
はラテンアメリカと東アジアで、両地域を合わせると世界の加里肥料使用量の65%を占めている。
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2026年の作況

エルニーニョ現象を前にして、南半球では豊作、北半球では概ね良好な気候条件となる見込み
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需要予測のシナリオの概要

需要予測のシナリオへのアプローチに関する説明：

• 次のスライドに示されている肥料需要の予測は、図10に説明している予測シナリオ1～3に基づいて作成されているものである。中
東紛争の影響が現在想定されているものよりも深刻かつ広範囲に及ぶ場合、需要への影響がこの予測範囲から外れる可能性がある。

• シナリオ0（S0）は、IFAの従来に使用している予測手法、すなわち50か国の専門家へのアンケート調査の回答結果を集計してグ
ローバルな見解をまとめたものである。この予測は、回答のほとんどが2026年3月時点の現状維持を前提としていること、および回
答の一部のみに基づいていることから、短期的なものとしてのみ示されている。シナリオ0は、より楽観的な短期的な見通しを示し
ており、2026年5月までの2ヶ月間だけに期待値の下方修正を示している。
• シナリオ1～3は、過去に肥料使用量に影響を与えてきた主な要因に加え、これらの要因に含まれていない地域的前提条件、特に肥
料の入手可能性と価格を支援する政府政策を分析して作成されたものである。2030年を収束点として予測するために、長期的な相
関関係を示す要因が用いられた。
• IFAは肥料価格の予測や将来の価格の手頃さに関する見解は示していないが、これらのシナリオは2025/26年度を基準年としてそれ
以降の相対的な価格の手頃さを考慮に入れている。したがって、結果は概して長期にわたる価格の手頃さの低迷状況を反映しており、
回復の時期とペースはそれぞれ異なる。

•肥料使用量の減少とその回復のサイクルは、短期間で終わるのか、それとも長期間にわたって続けるのか？
•シナリオ1では、肥料使用量の減少とその後の回復のサイクルは比較的短く、影響範囲も狭いと予測される。具体的には、サイク
ルは1年間の減少期間と1～2年間の回復期間で構成される。一方、シナリオ3では、より深く、より長いサイクルが予測される。具
体的には、2年間の減少期間と2～3年間の回復期間で構成される。
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2025/26～2030/31年度のシナリオ分析

世界の窒素肥料使用量はシナリオ1および2では比較的安定しているように見えるが、
シナリオ3では大きな下振れのリスクに直面する

ホルムズ海峡の混乱が発生する前では、世界の窒素肥料使用量は2026～27年にわずかに増加すると予想されていたが、シナリオ1では、価格の上
昇に伴い使用量が減少すると示されている。予想される減少にもかかわらず、窒素肥料は需要が弾力性の乏しい養分であるため、シナリオ1と2で
は窒素肥料使用量は比較的回復力があると予想される（1～2%の減少に留まる）。シナリオ3では、2008～09年に見られた使用量の減少レベルを反
映して、最大4%の減少と予測され、さらなる下振れリスクも示唆されている。シナリオ3では、より長期間の谷と、混乱前のレベルへの回復の遅れ
も起きる。2028年までに通常の使用量に戻ると仮定すると、窒素肥料使用量は比較的早く回復すると予想され、2030年までにすべてのシナリオと
も、窒素肥料使用量が1億2400万トンNに収束され、年間約1%の成長率と予測される。
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2025/26～2030/31年度のシナリオ分析
3つのシナリオのすべてに於いて、りん酸肥料使用量の減少幅が拡大し、

回復もより緩やかになることを示唆している

りん酸肥料の需要は、2026年の時点で既に比較的低い水準に落ちた。予測されるシナリオには、窒素肥料よりもりん酸肥料はさらに厳しい状況が
示されており、予測されるすべてのシナリオでは使用量の急激な減少が見込まれ、シナリオ3では2021/22年度よりも大きな落込みが見込まれる。こ
れは、2025/26年度に既に始まっている減少傾向が継続して、過去のりん酸肥料使用量の回復傾向よりさらに長く緩やかな回復期間が必要となるだ
ろう。3つのシナリオとも、2030年までにりん酸肥料の使用量が比較的整った水準の4000～5000万トンP2O5に収束すると予測される。りん酸肥料の
価格変動は、中東から完成された肥料の輸出供給のみによって左右されるのではなく、同地域からのアンモニアや硫黄など原材料の供給に頼る世界
的な依存度にも左右される。
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2025/26～2030/31年度のシナリオ分析

世界の加里肥料使用量はりん酸肥料ほど急激には減少しないものの、
回復には同様に長い期間がかかると予測される

加里肥料の供給はホルムズ海峡封鎖に直接影響を受けるわけではないが、農家が窒素肥料の施用を優先すると、加里肥料のコスト負担が強調され、
使用をためらう。そのパターンはりん酸肥料と似ている。また、入手の手頃さに制限されることもある。加里肥料の使用量は、入手の手頃さが良好
であったことを背景にこの2年間に増加しており、回復期間はりん酸肥料と同程度となるものの、需要はそれほど大きく減少するとは予想されてい
ない。2030年までの世界加里肥料使用量は3つのシナリオとも約4100万トンK2Oに達すると予測される。



23

2025/26～2030/31年度のシナリオ分析

肥料使用量の減少と回復のサイクルは短期間で終わるのか、それとも長期間続くのか？



24

2025/26～2030/31年度のシナリオ分析

気象条件のほか、肥料使用量に影響を及ぼすその他の主な要因
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2025/26～2030/31年度のシナリオ分析

最も影響を受けている地域では政府の財政的な余裕が限られている

持続的な購買力ショックは、肥料輸入依存地域における農業生産能率にリスクをもたらし、収量
や食料価格の変動に影響を与える可能性がある。予測シナリオにおいて、農業部門が市場主導型の
国は、購買力ショックの影響を受けやすく、収量減少のリスクが高くなる。補助金や市場介入によ
る政府支援が手厚い国は、ショックの影響を受けにくく、3つのシナリオにおいても深刻な収量減
少は見込まれない。 
• 最も影響を受けやすい地域：オセアニア、アフリカ、西ヨーロッパ・中央ヨーロッパ、ラテンア
メリカ、北アメリカ、西アジア 
• 最も影響を受けにくい地域：東アジア、南アジア、東欧・中央アジア
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主なポイント

中期見通し 
• 肥料養分分野の全体では、設備への投資は2021～2025年と比較し
て2026～2030年に加速すると予測される。 
• 脱炭素化の傾向は、ペースは異なるものの継続している。 

• グリーンアンモニアの契約キャンセルが相次いでいる。 
• 電気化は短期的に市場心理を押し上げたが、投資の方向性を
変えるだろうか？ 

• 人口増加や生産性向上といった中期的な需要促進要因は依然とし
て健在だが、短期的な混乱に対応して基準値を再設定する可能性が
ある。

短期見通し 
• ホルムズ海峡混乱の期間と深刻度が、短期的な市場動向を左右する主な
要因となるだろう。 
• この航海ルートの影響をあまり受けない製品であっても、以下の要因に
よって間接的に影響を受ける可能性がある。 

• 原材料費の高騰 
• 輸送費の上昇 
• 肥料の入手困難性 

• アフリカなど一部の地域では、肥料使用量の削減への対応余地が限られ
ている。
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